
活用に当たっては、「授業の工夫点チェックリスト１」（p.３～９）を使用します。 

  授業の工夫点チェックリスト１（ ⑴～⑽は授業場面 ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

以下に活用手順を示します（図１参照）。 

ア チェックリストの中から、授業で自分が行っている工夫点を探し、☑を付ける。 

 ※例では､授業の展開における工夫点である「⑷－①－１『前時の復習をしている』」

のところにチェックが入っています。 

イ ☑の付いた工夫点が、どのようなつまずきの背景がある子どもに有効かについて確

認する。 

※図 1の例では、「前時の復習をしている」という工夫が、「Ｃ 記憶力の弱さ」「Ｎ

注意の持続の困難さ」という二つのつまずきの背景がある子どもに有効であるこ

とが分かります。 

ウ 「工夫点の詳細掲載ページ」のページ数を確認した後に該当のページを開き、書か

れている詳しい解説や具体的な工夫例等を読む。 

エ 解説や工夫例を参考として、今後の授業の組立てを考え授業の中で活用する。 

 

【活用方法１】： 

「現在、行っている授業の工夫点が、どのようなつまずきの背景がある子どもに有効 

であるかどうか確認したい」の場合 

図１ 「授業の工夫点チェックリスト１」の例 
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